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大淀小学校 TEL55-2160
山大淀公民館 TEL55-4014
納願寺 TEL55-2623
下御糸小学校 TEL55-2219
ささふえ保育所 TEL55-3857
人権センター TEL55-3052
上御糸小学校 TEL55-2201
総合体育館 TEL52-7130
担い手センター TEL55-4401
斎宮小学校 TEL52-5026
斎宮幼稚園 TEL52-1908
みどり保育所 
上野公民館 
新茶屋公民館 

TEL52-2706

明星小学校 

TEL52-0965

本郷会館 

TEL　なし 

修正小学校 

TEL52-5064

さくら会館 

TEL52-2323

とづか会館 

TEL52-5065

斎宮ふれあいプラザ 

TEL52-0332

坂本公会堂 

TEL52-7736
TEL　なし 
TEL　なし 

●防災避難場所（先月の誤り訂正後） 

電話番号 避難場所 
大淀2650
山大淀3004-4
行部281-1
内座367
佐田273
佐田458-2
佐田2026
坂本1216-1
大淀595
斎宮3385-2
竹川160
上村103
上野652
新茶屋716
明星1553
明星477-1
有爾中816-1
有爾中506-1
蓑村34
斎宮891-5
坂本1393

所在地 

町
の
防
災
訓
練
が
９
月
10
日
、

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
南
側
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
町

民
や
自
主
防
災
組
織
・
町
内
事
業

所
の
職
員
・
町
消
防
団
員
な
ど
、

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
松
阪
市
を
メ
ー
ン

会
場
に
し
県
総
合
防
災
訓
練
が
開

催
さ
れ
、
県
訓
練
と
連
携
し
近
隣

町
の
明
和
・
多
気
・
大
台
町
が
サ

ブ
会
場
に
な
り
、
各
地
で
総
合
防

災
訓
練
を
開
催
。
県
か
ら
震
度
５

強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
情

報
を
受
け
た
と
い
う
想
定
で
、
午

前
８
時
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。
そ
の
後
、
本
部
を
イ
オ
ン
明

和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
移

し
、
午
前
９
時
20
分
か
ら
防
災
訓

練
を
開
始
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
搬
送
さ
れ
た
バ
ル

ー
ン
シ
ェ
ル
タ
ー
を
展
開
し
、
応

急
救
護
訓
練
・
A
E
D
の
操
作
法

体
験
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

た
り
、
明
和
消
防
署
職
員
に
よ
る

消
火
器
の
取
り
扱
い
や
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
の
使
い
方
の
指
導
な

ど
が
行
わ
れ
た
り
、
消
防
団
員
ら

が
土
の
う
積
み
な
ど
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
重
度
傷
病
者
を
病
院

へ
搬
送
す
る
た
め
の
訓
練
で
は
、

和
歌
山
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
救
助
作
業
や
明
野
航
空
学
校

U
H
―
60
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

町町
防防
災災
訓訓
練練
にに
１１
００
００
００
人人
参参
加加

消
火
器
取
扱
訓
練
。

A
E
D
取
扱
訓
練
。

乳
児
の
応
急
救
護
訓
練
。

資機材使用訓練。

物
資
搬
送
訓
練
な
ど
を
行
い
、
最

後
に
消
防
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水

で
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

保
存
食
な
ど
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
。

防災ヘリによる救助訓練。
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●高めよう防災意識

牛
葉
自
治
会
が

防
災
訓
練

中
国
人
企
業
研
修

生
が
防
災
訓
練

ひ
ま
わ
り
の
会
が

炊
出
し
訓
練

牛
葉
自
治
会
が
８
月
６
日
、
防

災
訓
練
を
行
い
会
員
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
実
際
に
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
、
訓
練
を
体
験
し

て
お
く
こ
と
で
、
心
構
え
が
で
き
、

冷
静
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に

と
、
同
自
治
会
が
全
会
員
を
対
象

に
行
っ
た
も
の
で
す
。

明
和
消
防
署
防
災
訓
練
セ
ン
タ

ー
の
高
橋
幸
弘
さ
ん
の
話
を
聞
い

た
後
、
外
に
出
て
実
際
に
消
火
器

の
使
い
方
や
消
火
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
真
剣
に
防
災
の
話

を
聞
い
て
う
な
ず
い
て
い
ま
し

た
。

明
和
消
防
署
で
８
月
９
日
、
町

内
の
企
業
に
就
労
し
て
い
る
中
国

人
の
女
性
９
人
が
防
災
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
言
葉
や
習
慣

は
違
っ
て
も
基
本
的
な
緊
急
時
の

対
応
は
覚
え
て
も
ら
い
た
い
と
、

企
業
か
ら
の
要
請
に
よ
り
開
か
れ

た
も
の
で
す
。

通
訳
を
通
じ
て
消
防
署
員
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
、
消
火
器
の
取

り
扱
い
や
日
本
語
で
「
火
事
だ
！
」

と
火
災
を
伝
え
る
練
習
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
救
急
時
の
応
急
処
置

８月24日、札幌市消防学校で開催された、第35回

全国消防救助技術大会に、東海地区代表として明和

消防署救助隊チームが出場しました。

この大会は、全国から集まった消防職員が救急技

術をスピードと安全確実性で競うものです。「ほふ

く救出」に出場した隊員たちは、47秒３（減点なし）

の記録で見事入賞し、優秀賞を受賞しました。

おめでとうございました。

※「ほふく救出」とは、要救助者を含む３人１組で、１人が空気呼吸器を装着して長さ８㍍の煙道内

を探索し、要救助者を屋外に救出した後、２人で安全地点まで搬送するという、ビルや地下街などで

煙にまかれた人を救助するための訓練です。標準のタイムは70秒。減点のあったチームは入賞できな

いとされています。

全国消防救助技術大会
明和消防署救助隊チームが優秀賞を受賞

防
災
炊
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ

ま
わ
り
の
会
（
江
　
京
子
会
長
）

が
８
月
16
日
、
町
中
央
公
民
館
で

炊
出
し
料
理
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
災
害
時
の
炊
出
し
で
も
、
で

き
る
だ
け
お
い
し
い
料
理
を
出
し

た
い
と
、
相
可
高
校
食
物
調
理
科

の
村
林
慎
吾
さ
ん
と
調
理
ク
ラ
ブ

の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
早
速

調
理
を
開
始
。

無
洗
米
の
正
し
い
炊
き
方
の
説

明
で
は
、
無
洗
米
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
納
得
、
献
立
内
容
は
大
根

と
薄
揚
げ
の
炊
き
込
み
ご
飯
や
サ

ツ
マ
イ
モ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
を
作

り
ま
し
た
。

の
実
習
で
は
、
三
角
巾
（
き
ん
）

を
使
っ
た
止
血
法
や
簡
易
な
担
架

の
作
り
方
な
ど
の
説
明
に
し
き
り

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
災
害
に

対
す
る
心
構
え
は
世
界
共
通
、
参

加
者
は
熱
心
に
講
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

止
血
法
を
学
ぶ
参
加
者
。

手早く料理をすすめる会員。
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三重県ひじき協同組合（瀬尾和宏理事長）

から、ヒジキ2000袋を町に寄贈していただ

きました。

同組合は「ヒジキをもっと食べて健康に長

生きしてください」との願いをこめて、昭和

59年に当時の「敬老の日」である９月15日

を「ひじきの日」と定め、ひじき祭りの開催

や敬老会などへのヒジキの寄贈など普及に努

めてきました。町では、特産品でもあるこの

ヒジキを敬老福祉大会の参加者に記念品の一

つとして配りました。

ヒジキ2000袋の寄贈

大淀ふれ
あい

キャンプ
場で町

観光協会
主催の

「夕暮れ
コンサ

ート」が
開かれ、

宿泊客や
地域住

民など大
勢の人

がバンド
演奏を

楽しみま
した。

この日の
出演

はブルー
グラスの

「サンデ
ーギャン

グス」と
ジャグバ

ンドの

「Cow-
Cow-Ho

t-Clouds
」。ブル

ーグラス
はアメリ

カのカン
ト

リー音楽
の一種で

バンジョ
ーやマン

ドリンが
入ってい

ます。

ジャグバ
ンドは“

洗濯板”
や“モッ

プの柄”
でリズム

を取っ

てジャズ
やブルー

スを演奏
する音楽

です。

珍しい楽
器の演奏

でしたが
、曲は日

本でも馴
染のある

もの

ばかりで
、観客は

夕暮れの
一時、夕

涼み気分
で音楽を

楽しん

でいまし
た。

ふれあい
キャンプ

場でコン
サート８

19

8
22

８
29

イオン明和ショッピングセンター東コート

催事場で、町と環境グループが主催で、ごみ

減量化講習会が行われました。

この催しは、ごみの減量化を目的とし、リ

サイクルの推進を図るもの。会場には、パネ

ルの展示、リサイクル工作教室やぼかし作り

実演などが行われ、工作コーナーでは、荷造

りのビニールテープを使った金魚のマスコッ

トなどを作っていました。体験した児童は、

「こんなにかわいい物が不要品でできたので

びっくりしました」と話していました。

ごみ減量化を考えよう
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いつきの
みや歴史

体験館の
入館者が

20万

人を超え
ました。

20万人
目となっ

たのは、
津市在住

の古賀

捷子さん
。ご夫婦

で明和町
に来られ

同館に立

ち寄られ
たとのこ

と。花束
や記念品

を受け取

り、また
カメラや

取材にび
っくりさ

れた様子

でしたが
、うれし

そうでし
た。

同館は、
平成11

年10月
２日にオ

ープン。

古代の伝
統文化が

体験でき
る施設と

して、常

設の展示
と月代わ

りの体験
イベント

などを催

し遠くか
らの来館

者も多い
です。

入館者2
0万人を

超える

明和浄化センターで、施設の一日開放がさ

れ、町民が訪れました。この企画は、下水道

事業の現状を知って、水質保全の必要性を理

解してもらうため同施設と下御糸北処理場を

一日ずつ開放したものです。

この日は夏休みの宿題にと家族連れが見学

に、職員から施設の説明を受けながら回りま

した。「こんな所にこんな施設があることは

知らなかった。早く明和町全域に下水道が通

るといいのになあ」と見学に来た女の子がお

父さんと話していました。

下水道の施設見学

第46回全国中学校水泳競技大会が８月21

日から23日にかけて、高知県くろしおアリ

ーナで開催され、北村崚君が100㍍バタフラ

イで優勝しました。

この日は中学校の先生と大会結果を町長に

報告のため来庁。明和中学生が全国大会へ出

場して優勝するのは初めてのこと。

「体力づくりのために３歳の頃から始めた

スイミングだったが、続けていて良かったと

思います。目標はオリンピックです」と話し

ていました。

北
村
君
が
水
泳
で
全

国
大
会
優
勝
を
報
告

町老人クラブ連合会のグランドゴルフチー

ムが、10月28日から31日に開催される「ね

んりんピック静岡2006」のスポーツ交流大

会に、グランドゴルフの三重県代表として出

場します。この日は選手の６人が町長に出場

の報告に訪れました。

同チームは６月４日に予選会として津市で

開催された県主催の「シニアスポーツ交流大

会」で優勝。三重県代表の栄冠に輝きました。

「次の全国大会も、チームで団結して頑張っ

てきます。楽しみです」と話していました。

ねんりんピックに出場

９
４

８
29

８
20８

23
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10月16日（月）～22日（日）は、秋の行政相
談週間です。当町でも、各地区を巡回する行政相

談所を開設します。役所や特殊法人などが行う仕

事の苦情や意見・要望など、この機会に気軽にご

相談ください。なお、定例行政相談所は、毎月第

１月曜日の午前９時30分～正午に、福祉センター

で開設しています。

■とき・ところ 10月２日（月） 午前９時30

分～正午＝福祉センターu 10月16日（月）
午前10時～正午＝いつき会館u10月18日（水）
午前10時～正午＝明星会館

■行政相談委員　世古口光夫さん

※行政相談委員とは、総務大臣が委嘱している民

間有識者で、皆さんの身近な相談相手です。相談

は無料で、相談者の秘密は固く守ります。詳しく

は、町民課広報対話係（TEL52-7114）へ。

秋の行政相談を開催

中村の安産祈とう相撲

中村の陽珠院で８月23日、安産

祈とう相撲が行われ小学生ら59人

が相撲を奉納しました。江戸時代

から続くといわれるこの行事は、

力士のように丈夫な子が生まれる

ようにという願いが込められてい

ます。子どもたちは東西にわかれ

て、境内に造られた土俵で元気よ

く相撲を取りました。

志貴の精霊相撲

志貴の精霊相撲が８月16日、同

地区の西光寺で行われました。こ

の相撲は同地区のお盆の恒例行事

で墓参りを終え、精霊を見送った

あと子どもたちの相撲を見ようと

大勢の人が集まってきます。

この日は40人の小学生が参加。

小さな力士たちの取組に観衆か

ら盛んに声援が送られていました。

上野の会式に子どもみこし

安養寺境内で９月９日、上野自

治会の会式が行われ、住民ら300人

が盆踊りや子どもみこし、バザー

やくじ引きを楽しみました。８年

ほど前から会式保存会をつくり、

工夫を凝らした催しを開催。この

日も、老若男女が集まり、楽しそ

うに語らう姿があちこちで見られ、

楽しそうでした。

町
で
は
、
役
場
事
務
な
ど

の
補
助
を
行
う
登
録
臨
時
事

務
補
助
員
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
方
法

総
務
課
で
任

用
・
登
録
要
領
と
登
録
申

請
書
を
受
け
取
り
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い

■
募
集
期
間

随
時

※
詳
し
く
は
（

TEL
52-

７
１

１
１
）
へ
。

臨
時
職
員
の
登
録
者

を
募
集

町
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
人

（
児
童
を
含
む
）
へ
の
創
作
的
活

動
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
、

社
会
と
の
交
流
の
促
進
、
日
中
の

活
動
場
所
の
確
保
な
ど
を
行
う
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
明
和

の
里
に
隣
接
す
る
施
設
「
あ
り
ん

こ
」
内
に
10
月
１
日
か
ら
開
設
し

ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
人
の
家
族

な
ど
の
就
労
支
援
お
よ
び
一
時
的

な
休
息
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
役
場

福
祉
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
精
神
の
障
害
に
対
す
る

相
談
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

10
月
か
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
し
て
い
る
「
明
和
町
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
専
門

職
員
を
週
１
回
（
原
則
水
曜
日
）

に
配
置
し
ま
す
。
ど
ん
な
相
談
で

も
結
構
で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
10
月
か
ら
は
障
害
者

自
立
支
援
法
に
よ
り
、
補
装
具
や

日
常
生
活
用
具
の
自
己
負
担
額
が

原
則
１
割
と
な
る
な
ど
の
制
度
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
係

（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

地地
域域
活活
動動
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
をを
開開
設設

（（
1100
月月
１１
日日
かか
らら
））

精精
神神
障障
害害
のの
相相
談談
支支
援援
もも
充充
実実
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「暴力団から脅されている」「暴力団から用心棒代、

あいさつ料などを要求されている」など、暴力団との

民事トラブルや暴力団の不法行為について相談を受け

る「民事介入暴力巡回法律相談」を次のとおり開催し

ます。相談者および内容について秘密は厳守され、相

談者に対する保護対策にも万全を期しています。これ

までも相談者に対してのトラブルは一度もありませ

ん。一人で悩まず勇気を持って相談してください。

■とき 10月27日（金） 午後１時～４時

■ところ 生涯学習センターいせト

ピア（伊勢市黒瀬町562-12）

■相談料 無料

■相談担当者

○三重弁護士会民事介入暴力対策委員会の弁護士

○（財）暴力追放三重県民センターの暴力相談委員
○三重県警察本部暴力団対策課の警察官

※詳しくは、松阪警察署刑事第２課（TEL0598-53-
0110）へ。

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

一人で悩まず勇気を持って
～民事介入暴力巡回法律相談～

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 ８月２日 

 ８月２日 

 ８月２日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川 

笹笛川 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

9.0

7.7

8.0

0.6

0.8

1.0

3.2

12.0

6.8

7.2

7.3

7.1

明
和
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
11
月
16
日
で
任
期
が
満
了
す

る
町
議
会
議
員
と
、
12
月
11
日
に

任
期
が
満
了
す
る
町
長
の
選
挙
を

同
時
に
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
告
示
と
立
候
補
届
出
受
付
は

11
月
21
日

（火）
、
投
票
日
は
11
月

26
日

（日）
で
す
。

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

立
候
補
届
出
に
先
立
ち
、
立
候

補
予
定
者
の
説
明
会
を
10
月
26
日

（木）

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
役

場
１
階
研
修
室
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
説
明
会
で
は
、
立
候
補
の
手

続
き
や
選
挙
運
動
に
関
す
る
説
明

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
立
候
補
届

出
の
関
係
書
類
も
こ
の
日
か
ら
交

付
し
ま
す
。

今
回
は
14
人
の
町
議
会
議
員
と

町
長
を
選
ぶ
選
挙
に
な
り
ま
す

が
、
立
候
補
の
予
定
者
は
、
事
前

に
説
明
会
へ
の
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
選
挙
公
報
】

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
町
議

会
議
員
と
町
長
の
候
補
者
選
挙
公

報
を
今
回
の
選
挙
か
ら
初
め
て
発

行
し
ま
す
（
発
行
は
告
示
後
）。

ご
注
意
！

事
前
運
動
は
禁
止
！

立
候
補
を
決
意
し
た
ら
、
直
ち

に
選
挙
運
動
を
し
た
く
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
法
律
は
立
候
補
届

出
前
の
選
挙
運
動
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

事
前
運
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
る

の
は
、
立
候
補
届
出
前
の
一
切
の

選
挙
運
動
で
す
。
立
候
補
届
出
後

の
選
挙
運
動
期
間
中
で
あ
っ
て
も

禁
止
さ
れ
る
買
収
（
寄
付
な
ど
）

や
戸
別
訪
問
の
よ
う
な
行
為
は
も

ち
ろ
ん
、
電
話
に
よ
る
選
挙
運
動

な
ど
、
選
挙
運
動
期
間
中
に
は
で

き
る
行
為
で
も
、
立
候
補
届
出
前

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
事
前
運
動
に
な
ら
な
い
ケ

ー
ス
】

事
前
運
動
の
う
ち
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
選
挙
運
動
に
な
ら
な
い

か
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
で
判
断
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
一
般

的
に
は
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
事

前
運
動
で
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
立
候
補
の
準
備

●
選
挙
運
動
の
準
備
＝
選
挙
運
動

費
用
の
調
達
、
運
動
員
・
労
務

者
に
な
る
こ
と
の
内
交
渉
、
選

挙
事
務
所
・
個
人
演
説
会
場
な

ど
の
借
り
入
れ
内
交
渉
、
ポ
ス

タ
ー
・
看
板
の
作
成
な
ど
。

●
政
治
活
動
＝
政
党
そ
の
ほ
か
の

政
治
団
体
が
行
う
政
策
宣
伝
、

個
人
の
行
う
時
局
講
演
会
（
議

会
報
告
な
ど
）
。
た
だ
し
、
場

町町町町
議議議議
会会会会
議議議議
員員員員
・・・・

町町町町
長長長長
選選選選
挙挙挙挙
立立立立
候候候候
補補補補
予予予予
定定定定
者者者者

説説説説
明明明明
会会会会
をををを
開開開開
催催催催
（（（（
11110000
月月月月
22226666
日日日日
））））

合
に
よ
っ
て
は
選
挙
運
動
と
み

な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
注
意
が
必
要
で
す
。

●
社
交
的
行
為
＝
選
挙
区
外
へ
の

暑
中
見
舞
い
・
年
賀
な
ど
の
社

交
的
な
行
為
で
、
通
常
の
時

期
・
方
法
・
内
容
で
行
う
限
り

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
選
挙
区
内
は
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、

こ
れ
ら
に
類
す
る
あ
い
さ
つ
状

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
総
務
課
）
（

TEL
52-

７

１
１
１
）
へ
。



●連続着付け教室
一人で簡単に着物を着ることができる

ようになります。

■とき 10月14日（土） 午前10時～11

時30分

■ところ 町人権センター

■受講資格 町内在住、在勤の人

■定員 15人（先着順）

■講師 森本恭子さん

■持ち物 着物ほか着付け

に必要な道具一式

■申し込み 1 0月13日

（金）までに人権センタ
ーへ

8

人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX-55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画

楽
し
い
手
作
り
教
室

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
】

秋
の
草
花
の
寄
せ
植
え
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

■
と
き

10
月
30
日

（月）

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
人
権
セ
ン
タ
ー

人権センター今月の講座案内

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に

参
加
し
て
い
ま
す
か

南
　
修
治
　
ト
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

広
報
誌
面
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
企
画
と
記

さ
れ
て
い
る
講
座
・
講
演
会
な
ど

で
は
、
受
付
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

カ
ー
ド
に
参
加
ス
タ
ン
プ
を
押
印

し
て
い
ま
す
。

今
月
開
催
予
定
の
「
ス
ポ
ー
ツ

ま
つ
り
」「
楽
し
い
手
作
り
教
室
」

ま
た
、
来
月
開
催
予
定
の
「
町
民

文
化
祭
」
「
ま
な
び
す
て
〜
し
ょ

ん
企
画
」
な
ど
が
対
象
で
す
。
３

月
ま
で
続
き
ま
す
。
対
象
と
な
る

企
画
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「命・愛をテーマにした短歌・俳句・川柳・一行

詩」の応募作品発表会と表彰式を町民文化祭開催中

に行います。

■とき 11月４日（土） 午前10時～11時

■ところ 総合体育館

■
定
員

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
講
師

中
井
静
子
さ
ん

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手

袋
・
持
ち
帰
り
用
の
箱
か
袋

■
受
講
資
格
　
町
内
在
住
の
人

■
申
込
方
法

10
月
10
日

（火）
〜
13

日
（金）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
伊
勢
型
紙
教
室
入
門
】

初
め
て
伊
勢
型
紙
を
作
る
人
の

た
め
の
入
門
編
で
す
。
伊
勢
型
紙

で
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
と
き

11
月
14
日

（火）

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

３
０
０
円

■
講
師

山
中
師
之
さ
ん

■
受
講
資
格
　
町
内
在
住
の
人

■
申
込
方
法

10
月
23
日

（月）
〜
27

日
（金）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
。

まなびすて～しょん企画

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
保
育
士
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
南

修
治
さ
ん
の
ト
ー
ク
・
ア
ン

ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
８
月
19

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
１

５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
町
教
育
委
員

会
が
主
催
す
る
、
ま
な
び
す
て

〜
し
ょ
ん
企
画
の
第
２
回
目
。

荒
れ
た
青
春
時
代
を
送
っ
た

が
歌
を
作
る
こ
と
で
立
直
り
、

現
在
で
は
そ
の
体
験
を
活
か
し

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
し

て
の
感
動
的
な
出
会
い
を
歌
に

託
し
て
全
国
に
届
け
よ
う
と
活

動
さ
れ
て
い
る
南
さ
ん
。

こ
の
日
も
自
ら
の
生
立
ち
か

ら
、
各
地
の
公
演
で
知
り
合
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
を
歌

を
織
り
交
ぜ
て
紹
介
、
聴
衆
は

南
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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みんなで来てなみんなで来てな
町民文化祭町民文化祭

スポーツ結果

◇第20回青木油田杯兼第22回松

島旗争奪飯南多気少年剣道大会

（８月13日・松阪市飯南町勤労体

育館）（敬称略）

＜団体戦＞小学生５・６年の部

①明和（畑中・尾形・西山治・相

川・西山和u４年生以下の部②明

和Ａ（奥田・奥本・朝倉瞳・西川・

山口）＜個人戦＞小学生１・２

年の部＝②奥本浩平③奥田侑姫

u小学生５・６年の部③西山和

樹u中学生男子の部＝②須賀光

祐③池田勇樹u中学生女子の

部＝②羽根由梨③河村奈美

知
識
や
技
能
な
ど
を
持
つ
皆
さ

ん
と
、
そ
れ
を
学
び
た
い
と
い
う

町
民
を
つ
な
い
で
、
い
ろ
ん
な
場

所
で
体
験
や
学
習
を
行
い
に
ぎ
わ

い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

講
師
派
遣
の
申
請
手
続
き
は
次

の
と
お
り
で
す
。

「にぎわいづくり」
の申込者を募集

【
申
し
込
み
の
手
順
】

①
町
内
在
住
・
在
勤
者
で
10
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
（
20
歳
未
満
の
人
は
保

護
者
の
承
諾
書
が
必
要
で
す
）

②
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
を
決
め
て

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に

体
験
学
習
を
し
た
い
内
容
に
つ

い
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い

③
体
験
学
習
の
内
容
・
講
師
・
日

程
・
場
所
に
つ
い
て
、
代
表
者

と
講
師
と
の
相
談
・
調
整
を

「
生
涯
学
習
課
」
が
行
い
ま
す

④
調
整
の
結
果
を
、
代
表
者
と
講

師
に
「
生
涯
学
習
課
」
か
ら
連

絡
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（

TEL
52-

７
１
２
４
・

フ
ァ
ク
ス
52-

７
１
３
３
）
へ
。

11月３日（金）・４日（土）・５日（日）
に総合体育館（展示）と中央公民館で、第32
回町民文化祭を開催します。
期間中は、絵画や写真などの作品展示のほ
か、カラオケ・芸能大会・囲碁大会・映画鑑
賞会・コンサートなどたくさんの催し物を予
定しています。

玄関 

事務所 

調理室 

和
室 

囲
碁
大
会 

【中央公民館１階】 

フリーチルドレン 
スペース明和 

多
目
的 

ト
イ
レ 

婦人会 
バザー 

大集会場 

３日 

映画鑑賞会 
午前９時30分～午後１時 

カラオケ 
午後６時30分～10時 

４日 

芸能大会 
午前10時～午後３時 

５日 

コンサート 
午前９時30分～午後１時 

絵本の読み聞かせと講演会 
午後２時～４時 

ホール 

小中学生 
作品展示 

３日 

ホール 

簡易食事 

【ふるさと会館】 
 古雑誌の販売を行います 

■とき　５日　午前９時～午後２時 

【総合体育館】 

作品展示 
３日　午前９時～午後４時 

４日　午前９時～午後３時 

フリー 
マーケット 
（予定） 

菊展示 
 
コイ展示 

駐車場 

アリーナ 

２階ロビー 

すずしろ会　３日～４日　作品展示と同じ 
学校給食　　３日　　　　午前９時～正午 

お茶処 
４日 
午前９時～ 
午後３時 

会議室 事務所 柔剣道場 

玄関 
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農業所得算出に関して
収支計算の説明会を開催します

税
金
は
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

町
税
な
ど
の
納
付
は
、

お
支
払
い
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

これまで農業所得の申告の目安として用いられてきた水稲の農業所

得標準が、昨年（平成17年）の収穫分をもって廃止されました。（水

稲以外の農業所得標準は既に廃止されています）

そのため、本年（平成18年）の収穫分からは、収支計算によって農

業所得を算出していただくことになります。

町では、農業経営者の皆さんを対象に、収支計算方法の説明会を右

記のとおり開催しますので、この機会にぜひご参加ください。

【収支計算とは】

「収入金額」から「必要経費」を差引いて「所得金額」を計算する方法です。収入金額の分かる書類と必要経費

の分かる書類を保存して、ノートなどに記録して集計していただくと比較的簡単に計算することができます。

会　場 

ふれあい会館 

いつき会館 

明星会館 

10月12日(木)

開催日 

　　13日(金)

16日(月)

17日(火)

19日(木)

20日(金)

大淀会館 

さくら会館 

みいと会館 

※開催時間は各会場共に午後７時30分～９時 

最
近
、
税
金
を
納
期
限
ま
で
に

納
付
さ
れ
な
い
人
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

は
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、
教
育
、

道
路
や
公
共
施
設
等
の
建
設
・
維

持
管
理
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
に
な
り
ま

す
。
必
ず
納
期
限
内
に
納
付
を
し

て
く
だ
さ
い
。

町
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と
、
延

滞
金
の
徴
収
や
、
財
産
差
押
え
な

ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

納
付
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ

ど
、
延
滞
金
が
増
え
、
滞
納
さ
れ

た
人
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
納
付
書
が
届
い
た
ら
納
期
限

内
に
、
督
促
状
な
ど
が
届
い
た
ら

す
ぐ
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

町
税
な
ど
の
お
支
払
い
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
庶
務

管
理
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（

TEL
52-

７
１
１
３
）
へ
。

■
振
替
日

振
替
は
納
付
月
の
27
日
（
12
月

は
25
日
）
に
行
い
ま
す
。
（
27
日

が
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
の
休
業

日
に
あ
た
る
場
合
は
、
翌
営
業
日

に
振
替
を
行
い
ま
す
）

■
取
扱
金
融
機
関

町
税
な
ど
は
、
次
の
金
融
機
関

な
ど
で
口
座
振
替
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

多
気
郡
農
業
協
同
組
合
・
百
五

銀
行
・
県
信
漁
連
・
三
重
信
用
金

庫
・
第
三
銀
行
・
中
京
銀
行
・
三

重
銀
行
・
郵
便
局

■
手
続
き

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通
帳

お
よ
び
通
帳
の
届
出
印
を
持
参
の

上
、
税
務
課
ま
た
は
上
記
の
金
融

機
関
な
ど
で
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。町

税
な
ど
の
口
座
振
替
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
庶

務
管
理
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（

TEL
52-

７
１
１
３
）
へ
。

年
金
受
給
者
の
現
況
届
の
提

出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
す

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金

受
給
者
の
年
金
受
給
手
続
き

の
簡
素
化
を
進
め
る
た
め
10

月
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
受
給
者
の
生
存
確
認

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
誕
生
日
月
に
提
出
の
必
要

の
あ
っ
た
『
年
金
受
給
権
者

現
況
届
』
が
省
略
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
（
12
月
生
ま

れ
の
人
か
ら
現
況
届
の
省
略

の
対
象
）

た
だ
し
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

現
況
確
認
が
行
え
な
い
人
や

一
部
の
障
害
基
礎
年
金
受
給

者
に
つ
い
て
は
今
後
も
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
加
給
年
金
額
対
象

者
の
生
計
維
持
確
認
や
診
断

書
な
ど
の
提
出
は
引
き
続
き

必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
年
金
ダ
イ
ヤ

ル
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１

６
５
、
ま
た
は
町
民
課
（

TEL

52-

７
１
１
４
）
へ
。
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広報めいわ　広報めいわ　2006年10月号月号 広報めいわ　2006年10月号  

 

８月16日 
～９月15日 

今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

49件 

13件 

16人 

1人 

36件 

473件 

110件 

130人 

6人 

363件 

－95件 

－23件 

－53人 

重傷者数 3人 13人 ＋4人 

＋3人 

－72件 

■町内の交通事故発生状況（平成18年９月15日現在） 

～夕暮れ時、ちょっと早めのライト・オン～ 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 0（±0） 

24（＋1） 5（＋4） 

19（－3） 

■町内の刑法犯認知件数（平成18年８月１日～31日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

国国
民民
健健
康康
保保
険険
のの
一一
部部
自自
己己
負負
担担
額額

がが
変変
わわ
りり
まま
すす
　　
　　
（（
1100
月月
１１
日日
かか
らら
））

労働保険の
加入手続きはお済みですか
―10月は「労働保険適用促進月間」です―

厚生労働省（三重労働局）では、「労働保険の未

手続き事業所の一掃」を目標に加入指導を行っ

ています。労働保険（「労災保険」と「雇用保険」）

は、政府が管理・運営している強制的な保険で、

労働者を一人でも雇用している事業主は労働者

の意思の有無にかかわりなく必ず加入すること

が労働保険徴収法で定められています。

労働保険に加入されていない事業主は、速や

かに加入手続きを取られるようお願いします。

※加入手続き・詳しくは、松阪労働基準監督署

（TEL0598-51-0015）またはハローワーク松阪
（松阪公共職業安定所）（TEL0598-51-0860）へ。

国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
保

険
制
度
の
改
革
に
よ
り
10
月
１
日

か
ら
70
歳
以
上
の
人
で
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
人
の
自
己
負
担
割

合
が
３
割
に
変
わ
り
、
ま
た
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
も
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
（
詳
し
く
は
広

報
９
月
号
６
ペ
ー
ジ
）
さ
ら
に
、

出
産
育
児
一
時
金
と
70
歳
未
満
の

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
上
位
所

得
者
（
年
間
所
得
６
０
０
万
円
以

上
）
の
自
己
負
担
限
度
額
も
変
り

ま
す
。

国民健康保険被保険者証が10

月から新しく「水色」に変わり、

現在の保険者証は10月１日から

使用できなくなります。

新しい保険者証は各家庭に直

接郵送しますので、記載内容を

確認し、誤りがある場合は町民

課保険年金係へ申し出てくださ

い。

また、旧保険者証は、各家庭

で破棄してください。

※詳しくは、町民課（TEL52-
7114）へ。

こ
ん
な
と
こ
ろ
が

変
わ
り
ま
し
た

出
産
育
児
一
時
金

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

受
け
ら
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
が
現
行
の
一
児
に
つ
き
30

万
円
か
ら
35
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。（
10
月
１
日
の
出
産
か
ら
）

人
工
透
析
を
要
す
る
上
位

所
得
者
（
70
歳
未
満
の
人
）

の
自
己
負
担
限
度
額

高
額
の
治
療
を
長
期
間
継
続
し

て
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
、
１
カ

月
の
自
己
負
担
額
は
１
万
円
ま
で

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慢
性
腎

不
全
で
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る

上
位
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
自
己

負
担
限
度
額
が
１
万
円
か
ら
２
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国民健康保険被保険者証が

「水色」に変わります

（社）
み
え
犯
罪
被
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
犯
罪
な
ど
の

被
害
に
あ
っ
て
、
悩
ん
で
い
る
人

の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
電
話
で
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談

毎
週
月
曜
〜
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
＝

０
５
９
―
２
２
１
―
７
８
３
０

（
な
や
み
な
し
）
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

■
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

毎
月
第
２

水
曜
日
（
要
予
約
）

犯犯
罪罪
なな
どど
のの
被被
害害
でで

悩悩
んん
でで
いい
まま
せせ
んん
かか

■
法
律
相
談

毎
月
第
４
水
曜
日

（
要
予
約
）

※
詳
し
く
は
、

（社）
み
え
犯
罪
被
害

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
１

４
―
０
０
０
４
　
津
市
栄
町
一
丁

目
８
９
１
　
三
重
県
合
同
ビ
ル
２

Ｆ
TEL
０
５
９
―
２
１
３
―
８
２
１

１
・
フ
ァ
ク
ス
０
５
９
―
２
２
７

―
４
７
５
５
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

h
ttp
://w

w
w
1
8
.o
cn
.n
e.jp
/̃

m
ie
-h
h
sc/

・e
-m
a
il

＝m
ie
-

h
an
zai-h

ig
aisy

a@
riv
er.ocn

.

n
e.jp

）
へ
。

シンボルマーク
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

保育所・幼稚園保育所・幼稚園

入所申し込みは入所申し込みは
お早めに！お早めに！

保保
育育
所所

来
年
４
月
か
ら
の
入
所
を
希
望

す
る
人
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
資
格

保
育
所
は
、
保
育

に
欠
け
る
乳
幼
児
を
預
か
り
、

年
齢
に
応
じ
て
保
育
す
る
児
童

福
祉
施
設
で
す
。
入
所
は
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳
幼
児

に
限
り
ま
す
。

①
保
護
者
な
ど
が
、
昼
間
に
家
庭

外
で
働
い
て
い
る
た
め
、
保
育
に

欠
け
る

②
現
在
は
産
休
・
育
休
な
ど
に
よ

り
保
育
に
欠
け
な
い
が
、
同
休
暇

な
ど
が
あ
け
た
後
に
保
育
に
欠
け

る③
保
護
者
な
ど
が
昼
間
に
家
庭
内

で
家
事
以
外
の
仕
事
に
常
時
従
事

し
て
い
る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

④
母
親
が
、
妊
娠
中
ま
た
は
出
産

後
間
が
な
い
（
出
産
日
の
前
後
２

カ
月
間
）
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

⑤
保
護
者
な
ど
に
疾
病
ま
た
は
障

害
が
あ
る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

⑥
保
護
者
な
ど
が
、
病
人
や
心
身

障
害
者
を
常
時
看
護
し
て
い
る
た

め
、
保
育
に
欠
け
る

⑦
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
に
当
た

っ
て
い
る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る

■
受
付
期
間

10
月
16
日

（月）
〜

31
日

（火）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）

■
受
付
場
所

福
祉
課
ま
た
は
各

保
育
所
（
申
込
書
類
は
同
所
に

10
月
２
日

（月）
か
ら
備
え
付
け
）

■
定
員

な
り
ひ
ら
保
育
所
＝
１

２
０
人
、
み
ど
り
保
育
所
・
み

ど
り
保
育
所
分
室
（
斎
宮
幼
稚

園
内
）
＝
１
５
０
人
、
さ
さ
ふ

え
保
育
所
＝
１
５
０
人

■
入
所
決
定

申
込
書
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
家
庭
状
況
を
も

と
に
、
保
護
者
や
乳
幼
児
と
面

接
し
、
保
育
に
欠
け
る
度
合
い

の
高
い
乳
幼
児
か
ら
、
定
員
の

範
囲
内
で
入
所
を
決
定
し
ま

す
。
ま
た
、
希
望
者
が
多
く
、

そ
の
保
育
所
で
の
適
正
な
保
育

が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
公
正
な
方
法
で
入
所

児
を
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
入
所
決
定
通
知
は
、
２
月

ご
ろ
に
申
請
者
に
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
受
付
期
間
が
過
ぎ

て
申
し
込
み
を
さ
れ
て
も
、
定

員
を
超
過
す
る
場
合
に
は
入
所

で
き
ま
せ
ん
。
年
度
途
中
（
５

月
以
降
）
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
人
も
、
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い

■
保
育
料
　
原
則
と
し
て
、
入
所

す
る
乳
幼
児
の
父
母
お
よ
び
、

税
法
上
乳
幼
児
を
扶
養
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
る
税
金
の
合

計
額
で
決
定
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
税
金
関
係

の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（

TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

幼幼
稚稚
園園

■
入
園
資
格

３
歳
児
＝
平
成
15

年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
、
４
歳
児
＝
平
成

14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
、
５
歳
児
＝
平

成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ

■
申
込
方
法

10
月
17
日

（月）
〜

31
日

（月）
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）
に
、
入
園
申
込

書
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ま
た
は
各
幼
稚
園
へ
。
申
込
書

は
、
同
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

（
該
当
児
へ
申
込
書
用
紙
の
発

送
は
行
い
ま
せ
ん
）

■
入
園
決
定

年
内
に
決
定
通
知

を
送
付

■
保
育
料

月
額
６
５
０
０
円

10月16日～31日

長
寿
を
祝
い

町
長
が
高
齢
者
宅
を
訪
問

敬老の日を前にした９月11日、長寿を祝って町

長が高齢者宅を訪問しました。

該当者は次の皆さんです。

【町内最高齢者】大和谷きく（104歳・斎宮）

【88歳以上のご夫婦】中瀬隆夫・ふさ

中
瀬
隆
夫
さ
ん
と
ふ
さ
さ
ん
。

■
保
育
時
間

月
・
火
・
木
・
金

曜
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時
10
分
、
水
曜
＝
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

〈
預
か
り
保
育
〉

■
申
込
方
法

希
望
す
る
人
は
、

「
預
か
り
保
育
申
込
書
」
を
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
た
は

各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
■
保
育
時
間

保
育
の
あ
る
日
の

午
後
４
時
ま
で

■
保
育
料

月
額
５
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課

（
TEL
52-

７
１
２
３
）
へ
。
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松
山
市
は
子
規
や
虚
子
を
生
ん
だ
近
代
俳
句
の

発
祥
の
地
で
あ
り
、
三
重
も
芭
蕉
生
誕
の
地
で
、

と
も
に
「
俳
句
の
メ
ッ
カ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
村
市
長
は
気
鋭
の
政
治
家
で
あ
り
文
化

的
素
養
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

全
史
協
副
会
長
の
一
員
で
も
あ
り
、
同
じ
立
場

で
肝
胆
相
照
ら
す
仲
で
も
あ
り
ま
す
。

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
深
夜
便
で
松
山
市
が
短

い
詩
を
全
国
募
集
し
た
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
は
、「
恋
を
し
て
、
結
婚
を
し
て
、

母
と
な
っ
た
こ
の
町
で
、
お
ば
あ
さ
ん
に
な
り
た

い
」
で
し
た
。

心
に
さ
ざ
波
が
ひ
ろ
が
る
よ
う
な
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。

夫
を
愛
し
、
子
ど
も
を
愛
し
、
さ
ら
に
松
山
の

町
を
愛
す
る
こ
の
女
性
の
心
情
に
心
か
ら
拍
手
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
町
長
と
し
て
の
志
向
の
道
を
教
え
ら
れ
た

と
感
謝
し
ま
す
。

こ
の
明
和
町
で
「
お
じ
い
さ
ん
に
な
り
た
い
」

「
お
ば
あ
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
望
む
こ
と
は
至

上
の
幸
福
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
松
山
市
で
は
毎
年
８
月
に
「
俳
句
甲
子

園
」
を
開
催
し
、
感
性
豊
か
な
高
校
生
の
俳
句
大

会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
夏
は
わ
が
母
校
宇
治

山
田
高
校
も
東
海
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

若
い
人
々
の
み
ず
み
ず
し
い
俳
句
を
拝
見
す
る

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

役
場
職
員
の
息
子
さ
ん
の
樋
口
元
洋
君（
竹
川
）

が
こ
の
た
び
「
幻
想
詩
」
と
い
う
詩
集
を
出
版
し

ま
し
た
。
病
と
闘
い
な
が
ら
自
己
確
立
を
め
ざ
し

真
摯
（
し
ん
し
）
な
詩
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

職
員
の
吉
川
伸
幸
君
も
昨
秋
「
今
届
い
た
風
は
」

と
い
う
珠
玉
の
詩
集
を
発
刊
し
ま
し
た
。
私
た
ち

の
身
近
に
文
芸
を
志
す
若
い
人
々
が
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

早
速
松
山
の
中
村
市
長
へ
手
紙
を
書
き
ま
し

た
。

佳
き
詩
集
出
づ
る
よ
ろ
こ
び
銀
河
濃
し

眞
澄

町長サロン
母
と
な
っ
た
こ
の
町
で
木
戸
口
　
眞
澄

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 1 0月 1 8日

（水）＝平成16年３月生まれ、
11月15日（水）＝平成16年４
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 1 0月 1 3日

（金）＝平成17年３月生まれ、
11月10日（金）＝平成17年４
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 1 0月 2 0日

（金）＝平成15年３月生まれ、
11月17日（金）＝平成15年４
月生まれ

●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談

●とき・対象者 1 0月 2 7日

（金）＝乳幼児で月齢は不問
●ところ 保健福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分、午後１時30分～２時

30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する子の名前・

生年月日を前日までに保健福祉

センターへ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

保健福祉センター（TEL52-7127）へ

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,103人　 

11,151人　 

11,952人　 

7,425世帯 

９月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

18人 

16人 

35人 

40人 

８月中の異動 

65
歳
以
上
の
人
、
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
で
、
要
介
護
・
要
支

援
の
認
定
を
受
け
た
人
に
、
新
し

い
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
を

送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
介
護
保
険

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
必
要
な

の
で
、
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確

か
め
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
４
月
２
日
以
降
に
65
歳

に
な
っ
た
人
や
認
定
結
果
が
送
付

さ
れ
た
人
な
ど
の
、
す
で
に
新
し

い
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
送
付

済
み
の
人
や
現
在
申
請
中
の
人
に

は
今
回
送
付
し
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・

TEL
52-

７
１
２
７
）
へ
。

新
し
い
介
護
保
険
被
保
険
者
証
は
届
き
ま
し
た
か
？



までに本人に通知）

■申し込み 10月10日（火）まで
に福祉課（TEL52-7115・ファク
ス・52-7137）へ
※詳しくは、三重県視聴覚支援セン

ター（TEL059-228-6367・ファク
ス059-228-8425）へ。

津地方法務局では事務内容につい

て、皆さんに知ってもらうために市

民講座を開催します。

■とき・内容　①10月20日（金）＝
「家を建てたら・増築したらどうす

るの？」－建物の新築登記・増築

登記について－②1 1月1 7日

（金）＝「住宅ローンの登記はどう
するの？」－抵当権の設定登記か

ら抹消登記まで－③12月15日

（金）＝「供託ってなあに？」－地
代・家賃の弁済供託を中心とし

て－　①②③共に午前10時～正午

■ところ　津地方法務局松阪支局

（松阪合同庁舎内）５階会議室

■定員　22人（応募多数の場合は先

着順）

■受講料 無料

■申込方法 はがき、ファクス、電

話で住所・氏名・電話番号など明

記し津地方法務局松阪支局総務課

（〒515-8510 松阪市高町493-6）

または、受付窓口（津地方法務局

松阪支局総務課）へ

■申込期間 講座実施日の前日まで

※詳しくは、津地方法務局松阪支局

総務課（TEL0598-53-1501・ファ
クス0598-53-1502）へ。

三重県中央卸売市場では開設25周

年を記念して「市場まつり」を開催

します。

■とき　10月22日（日） 午前10

時～午後２時

■ところ　三重県中央卸売市場（松

阪市小津町800）

■内容　「きて！みて！たべて！み

えの幸」をテーマに市場体験、青

果・水産物の販売、「卸売市場」

「地産地消」「食育」などに関する

展示

※詳しくは、三重県中央卸売市場

（TEL0598-56-8111）へ。

国民生活金融公庫は政府系金融機

関として、主に中小企業の皆さんへ

事業資金の融資を行っています。

仕入れの運転資金、店舗改装、機

械導入などの設備資金にご活用くだ

さい。また、これから事業を始めよ

うとする人もご利用いただけます。

【国のローン（普通貸付）】

■融資額 4,800万円以内

■利率 年2.3％～（固定金利）

■返済期間 運転資金＝5年以内u

設備資金＝10年以内

【新規開業資金】

■融資額 7,200万円以内

■利率 年1.4％～（固定金利）

■返済期間 運転資金＝5年以内u

設備資金＝15年以内

※詳しくは、国民生活金融公庫伊勢

支店（TEL24-5191・ファクス-
23-4760）へ。

国民生活金融公庫融資
制度のご案内

22日に中央卸売市場
で「市場まつり」

「なっとく！法務局」
市民講座受講生を募集

14

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

新エネルギーに関するアンケート調査に
ご協力をお願いします

町では新エネルギーへの取り組みについて検

討する「明和町地域新エネルギービジョン策定

委員会」を本年度発足し、調査を行っています。

その取り組みの１つとして、無作為抽出した

約1,000人の町民の皆さんへ、アンケート調査を

実施しています。アンケートが届いた人につい

ては、その趣旨を理解していただき、調査協力

をお願いします。

※新エネルギーとは、従来から使用している、石油、石

炭、天然ガス、原子力、水力などのエネルギーに対して、

今後、研究開発・導入が期待されている新規開発のエネ

ルギーのことです。具体的には太陽光発電、風力発電、

燃料電池、生物資源の利用などのことをいいます。

※詳しくは、企画課まちづくり推進係（TEL52-
7112）へ。

計
量
法
第
19
条

に
基
づ
き
、
取
り
引

き
や
証
明
に
使
用
す

る
計
量
器
（
は
か
り
）

の
定
期
検
査
が
次
の

日
程
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

こ
の
検
査
に
該
当
す
る
「
は
か
り
」

を
お
持
ち
の
人
は
、
必
ず
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
所
在
場
所
検
査
日

※
秤
量
６
㎏
以
下
の
電
気
式
（
電

池
式
を
除
く
）
お
よ
び
、
固
定
式

の
は
か
り
は
、
11
月
16
日

（木）
・

17
日

（金）
に
計
量
器
の
使
用
場
所

に
伺
っ
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
産
業
課
商
工
観
光

係
（

TEL
52-

７
１
３
８
）
へ
。

計量器定期検査日程表 

日　時 

11月13日(月) 10:00～11:30

　　　　　　 13:00～15:00

　　14日(火) 10:00～11:30

　　　　　　13:00～14:30

　　15日(水) 10:00～15:00

場　所 

伊勢湾漁協下御糸支所 

多気郡農協上御糸支店 

多気郡農協斎宮支店 

多気郡農協明星支店 

多気郡農協大淀支店 

対象地区 

下御糸地区 

上御糸地区 

斎　宮地区 

明　星地区 

大　淀地区 

はかりの定期検査
のお知らせ
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緑のまちづくり推進委員会が、花

いっぱい運動で栽培したコスモスを

使い、押し花で作品作りをします。

■とき 10月28日（土） 午前10時

30分～（受け付け＝午前10時15分）

■ところ 国史跡斎宮跡休憩所

■定員 20人（定員になり次第締め

切り）

■講師 福田加代さん

■参加費　押し花はがきコース＝

500円u押し花額コース＝1,200

円

■持ち物 はさみ

■申込方法 10月10日（火）～13日
（金） 午前９時～午後５時までの

間に産業課に直接または電話で

※詳しくは、産業課内「緑のまちづくり

推進委員会事務局」（TEL52-7118）へ。

手作り小物を作り、楽しんでいる

グループの作品展示です。皆さん、

ぜひお越しください。

■とき 10月10日（火）～22日
（日） 午前９時～午後５時

■ところ ふるさと会館館２階展示

コーナー

■展示内容 パッチワーク・トール

ペイント・ビーズアクセサリー・

布小物など

■そのほか １日体験教室開催　15日

（日） 午後１時～＝トールペイン

トu21日（土） 午後１時～＝ペー

パーフラワー　お問い合わせは青山

治子さん（TEL52-1845）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-
7131）へ。

■とき 10月25日（水） 午前９

時30分～正午

■ところ いつき会館

■テーマ 旬の素材を使った献立

■費用 500円程度

■持ち物 エプロン・三角巾（きん）

など

■申し込み 10月20日（金）までに
食生活改善推進連絡協議会の森本信

子さん（TEL52-5339）または、永
島せい子さん（TEL52-5220）へ。

食の安全・安心に関する知識を身

につけ、日常生活に活用できるよう

な人材の育成講座を開講します。

■とき 10月30日（月）・31日（火）
の２日間　午前10時～午後３時30分

■ところ 大台町役場（多気郡大台

町佐原750番地）

■内容 食中毒、食品添加物、残留

農薬などの知識

■参加費 300円

■定員 80人

■申し込み 10月20日（金）まで
に、電話、電子メールで

※詳しくは、三重県農水商工部農水

商工企画室食の安全・安心グループ

（TEL059-224-3154・Eメール＝
shokua@pref.mie.jp）へ。

山田赤十字病院では、がん医療普

及啓発事業の一環として、下記のと

おり公開講座を開催します。皆さん

の参加をお待ちしています。

■とき 平成18年10月22日（日）
午後２時～３時30分

■ところ 山田赤十字病院管理棟４

階講堂

■定員 愛知県がんセンター研究所

所長　田島和雄さん

■内容 「変貌するがんの流行と増

加するがんの要因―がんの罹患・

死亡数を減らすためには？―」

■参加費 無料

※詳しくは、山田赤十字病院総務課

（TEL0596-28-2171）へ。

三重県視聴覚支援センターでは、

声の図書（録音テープに朗読吹き込

み）製作を行う朗読奉仕員を養成す

るための講習会を次のとおり開催し

ます。

■とき 11月１日（ 水 ）・２日
（木）・８日（水）・９日（木）・
10日（金） 午前10時～正午

■ところ 三重県教育文化会館（津

市桜橋２丁目142番地）

■受講料 無料（テキスト代500円

は実費）

■受講対象者 県内に在住する18歳

から60歳までの人で、全講習に参

加できる人

■募集人数 50人（10月20日（金）

朗読奉仕員養成講習会
の受講者を募集

がん医療普及啓発
市民公開講座

食の安全・安心地域リ
ーダー養成講座を開催

25日にいつき会館で
料理教室

手作りの手芸などの
作品展を開催

28日にコスモスの花を
使った押し花教室

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・３期

●固定資産税・×

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・７期

●介護保険料・７期
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 10月22日（日） 午後２時～＝絵

本「くまくんのあくび」、紙芝居「ルイ・すばら

しいいぬ」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】
２日（月）・９日（祝）・10日（火）・16日

（月）・23日（月）・30日（月）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

２日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
16日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●斎宮浪漫（ろまん）まつり
■とき 10月28日（土） 午前10時～午後３時

（少雨決行）

■ところ いつきのみや歴史体験館、西芝生広場お

よび国史跡斎宮跡休憩所

■内容 明和太鼓、明和音頭、伊勢木遣りの披露。斎

王出演。ふるまい（ざいしょ鍋・もち）、特産品バ

ザー、体験館内展示および体験（機織りコースター

づくり（同館）・押し花の作品づくり（同休憩所）

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）へ。

障害者生活支援センターで、相談員が無料相談。

■とき 10月19日（木）・23日（月） 午前９時

～正午・午後１時～４時（電話予約不要）
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【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

田
ん
ぼ
の
一
角
に
、
春
に
手
植
え
を
し
た
稲
も
同

じ
よ
う
に
実
り
、
穂
を
た
れ
て
い
る
。
前
回
の
参
加

者
が
、
鎌
を
持
ち
手
刈
り
を
し
た
。
鎌
を
使
う
の
も

初
め
て
ら
し
い
。
幼
児
は
畦
で
見
学
。
「
バ
ッ
タ
や

あ
。
ト
カ
ゲ
や
あ
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
刈
っ
た
稲
は

と
い
う
と
、
臨
時
に
作
っ
た
は
さ
に
掛
け
乾
燥
。
脱

穀
し
た
玄
米
は
一
升
瓶
へ
入
れ
て
白
米
に
。
「
み
ん

な
で
作
っ
た
お
米
の
お
む
す
び
は
お
い
し
い
よ
」。

一
つ
年
下
の
従
兄
弟
が
父
親
に
な
っ
た
。
男
の
子

だ
そ
う
だ
。
ま
ず
は
お
め
で
と
う
、
心
か
ら
祝
福
し

た
い
。
で
、
考
え
て
み
た
ら
我
が
一
族
で
『
独
身
』

と
い
う
種
類
は
、
ど
う
や
ら
私
一
人
に
な
っ
た
よ
う

だ
。
『
絶
滅
危
惧
種
』
に
指
定
さ
れ
る
日
も
そ
う
遠

く
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
寛
大
な
保
護
を
訴
え
た
い
…
。

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
、
ま
た
親
戚
縁
者
に

怒
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
な
。

■最大震度別地震回数（平成18年８月11日～９月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

60 22 11 1 0 0 0 0 0 94

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

大淀地区には子どもたちが遊べる公園が少な

く、乳幼児の子育て中のお母さんたちが集まる

機会も少ないので、友達を作れずに孤立してし

まいがちです。

そんな悩みを解消しようと始めたのが、この

「スマイルプラス」です。まだ出来たてほやほや

のグループです。女同士、母親同士、いろんな

相談をしあいませんか。ひとりででも、子ども

と一緒でも、妊婦さんでも、気軽に遊びに来て

ください。みんなで楽しくおしゃべりしたり、

情報交換したりしましょう。

毎月第１・第３金曜日の午前10時30分～正午、

大淀コミュニティセンターで集まってます。

スマイルプラス

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町保健福祉センターTEL52-7127
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0520
※お気軽に、まずはお電話してください。

今月の障害者無料相談・福祉センター


